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⻄宮市地域防災計画の修正案（概要） 
 

１ 今年度の地域防災計画の修正⽅針 

地域防災計画等の大規模改定（R1～R3 年度）に伴い、防災会議に提案する地域防災計画の修正は、 

  以下のとおり必須事項等の限定した内容とする。 

 

 
 

２ 地域防災計画の主な修正内容 

（1） ５段階の警戒レベルでの防災情報の提供 
防災情報は、避難勧告や避難指示、他にも大雨警報、土砂災害警戒情報、氾濫警戒情報など様々な 

言葉があり、非常に伝わりにくいものであるため、５段階の警戒レベルをつけて防災情報を提供し、住民 

に危険度を正しく伝達するよう図る。この５段階の警戒レベルの内容について記載する。 

  

（2） 南海トラフ地震臨時情報発表時の対応 

南海トラフ地震臨時情報（調査中）（巨大地震警戒）（巨大地震注意）について、それぞれの情報の発表 

条件及び市の災害応急対策について記載する。 

 

（3） ⾏政・災害 VC・NPO 等の三者連携 
被災地における多様な支援団体による支援について「漏れ・抜け・落ち・ムラ」を防ぐため、この三者が 

連携して情報共有を図ることが近年定着化している。三者連携の実効性向上を推進する必要があるため 

記載する。 

 

（4） その他必須事項に関する修正 
次の内容について記載する。 

・「災害関連死」の定義付けに伴う災害報告取扱要領、火災・災害等即報要領の修正 

・「夙川」の洪水浸水想定区域の想定最大規模の公表に伴う要配慮者利用施設の掲載 

・西宮浜小学校と西宮浜中学校が西宮浜義務教育学校になることに伴う指定避難所の統合 

 

（5） 来年度の組織改正に伴う修正 
  「危機管理監」の災害時の指揮・監督権限を明確にするとともに、防災危機管理局と総務局の２局を統合 

し、災害対応機能の強化を図ることについて修正する。 
 

 


